第１７回　こころの科学セミナー

２００８年１月２５日（金）１８：００−１９：００

マルチメディア室

タイトル：エストロゲン合成酵素遺伝子欠損マウスを用いたエストロゲンの生理作用の解析
講師：高知大学医学部生化学・戸田　勝己

内容：エストロゲンは生殖や神経を含めた様々な生理機能の重要な制御因子であることはよく知られている。しかし、その作用の分子基盤は依然として不明な点が多い。エストロゲンの生理作用の詳細を解析する目的で、エストロゲン合成能のないマウス（ArKOマウス）を作製した。私たちはArKOマウス、エストロゲン受容体KOマウス(ERKOマウス)および野生型マウスを用いてエストロゲンの作用を分子生物学および組織学的に解析している。エストロゲン欠乏時、あるいはエストロゲンを補充した場合の雄マウスの性行動や精巣機能、雌マウスの性周期や排卵機能について、ERKOマウスとの類似点や相違点を含めて紹介する。

